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第1章　はじめに（ミッションとビジョン） 

ミッション 

SyFuは、日常の決済データをデジタル資産へと変換し、分散型物理インフラネットワーク（DePIN
）に統合するWeb3プロジェクトです。 

私たちのミッションは「決済データを通じた消費そのものを評価し、経済貢献として可視化する」こ

とであり、ユーザーに還元される新しい経済モデルを創造することにあります。 

NFTやトークンは、ユーザーの日常をゲーム的に拡張し、新しい消費体験を創出・アップグレード
するための主要な要素です。 

そして私たちの最終的なゴールは、 「決済データを軸にした消費体験の再定義」と 「国境を越え
た分散型信用インフラの構築」 にあります。 

これにより、日常的な支払いがゲームのように楽しめるだけでなく、長期的な経済貢献の証明と

して機能する社会を実現します。 

ビジョン 
私たちが描く未来は、個々の決済データに基づく消費活動が、単なる支出ではなく 社会・経済に
対するポジティブな貢献証明 として記録される世界です。 

この証明は、分散型ID（DID）やSoulbound Token（SBT）として管理され、ユーザー自身が保有・
制御できる「ユニバーサルクレデンシャル」として機能します。​
SyFuはこの仕組みを通じて、国境を越えた公平な信用形成 を可能にし、世界中の人々が公平
な信用と経済的恩恵を享受できるエコシステムを築きます。 

特徴的アプローチ 
●​ NFTプロジェクトではない​

SyFuにおけるゲーム体験やNFTは、あくまで「決済データを資産化する」ための入り口で
す。最終目標は、DePINによるグローバルな信用・経済インフラの構築にあります。​
 

●​ グローバル決済データ連携​
オープンバンキングAPI、銀行やカード会社といった金融事業者、さらにマネーフォワード
のようなフィンテック事業者との連携により、世界各国のクレジットカードや口座データを

統合。​
これにより、国や事業者ごとの制限を超えて、スケーラブルに決済データを取り込む仕組

みを実現します。必要に応じて、SyFu独自のカード発行によってデータ取得を補完しま
す。​
 

●​ 長期的なポジティブクレデンシャル形成​
​
チェックイン＋決済データのBINDによって生成される記録は、NFT成長やトークン獲得に



使われるだけでなく、「経済貢献の実績証明」 としてSBTに変換されます。このSBTは
ユーザーの消費実績を評価する新しい指標となり、Web3サービスでのアクセス条件、企
業のロイヤルティプログラムやブランド施策、さらには国際的な経済貢献度の可視化基

盤としても応用可能です。 

 

 

第2章　存在意義（課題背景） 

背景 
世界経済において「消費」は最大のエンジンであり、世界GDPの約60％以上を占めています。し
かし、個人が日々行う決済や消費行動は、これまで「単なる支出」として扱われ、経済への貢献

度が個人に正しく還元される仕組みは存在しません。 



コロナ禍による消費低迷は、世界のGDPを3.4％以上押し下げました。この経験は、「消費をどう
活性化するか」と「個人の経済的価値をどう証明するか」の両方が経済成長に不可欠であること

を示しています。 

にもかかわらず、現状には以下のような課題があります。 

●​ 信用情報の断絶​
クレジットスコアは国や地域ごとに分断され、国境を越えて共有できません。結果として、

グローバルに活動する人々は「現地でゼロから信用を積み上げる」必要に迫られていま

す。​
 

●​ 決済データの未活用​
決済データはもっとも信頼性の高い消費実績であるにもかかわらず、活用方法はポイン

ト付与や短期キャンペーンにとどまり、長期的な価値形成にはつながっていません。​
 

●​ データ提供インセンティブの限界​
既存のDePINやデータ収集型サービスは「金銭的報酬」を主な動機に据えていますが、
それだけではユーザーが継続的にデータを提供する強い理由になりません。​
本来は個人の参加によって完成するはずのインフラが、持続性を欠き、十分に機能しな

い事例が数多く存在します。​
 

解決すべき課題 
1.​ 国境を越えた信用格差の是正​
現在の信用スコアは国単位で閉じており、グローバルな人材や企業活動を阻害していま

す。必要なのは、国境を越えて機能する「ユニバーサルな経済貢献証明」です。​
 

2.​ 消費実績の価値化​
個人の決済データを「短期的なポイント」ではなく、長期的なポジティブクレデンシャル（経

済貢献の実績証明） として蓄積・活用できる仕組みが求められています。​
 

3.​ 持続的にデータ提供できるユーザー体験の設計​
金銭的報酬に依存するのではなく、日常の支払いがNFTの成長やトークン獲得につなが
る「楽しさ」や「自己表現の要素」を組み込み、自然に継続できる仕組みが不可欠です。​
SyFuは、GameFiとしての「遊ぶ・育てる」体験を入口にすることで、データ提供の動機を
強化し、ユーザーが経済貢献を実感しながら長期的に参加できるエコシステムを目指し

ます。 

 

第3章　ソリューションとSyFuが創造する価値 

核となる仕組み 



SyFuは「消費データのBIND（チェックイン＋決済紐付け）」を基軸に、次の3層構造で価値を創出
します。 

1.​ GameFiレイヤー 
○​ MANEKINEKO NFTを育成し、Pod → Mini → Primeへ成長 
○​ 経済貢献額や行動によってEconやEVTを獲得 
○​ EVT発掘（店舗プール・国プール／発掘権NFT）によるリアル連動のゲーム性​

 
2.​ デジタル資産レイヤー 

○​ デュアルトークン構造（SFT・EVT）による持続可能な経済設計 
○​ BreedやフュージョンによるNFT循環経済 
○​ NFT・トークン・アイテムの循環利用による長期的な需要創出​

 
3.​ 信用・B2Bレイヤー 

○​ トラストランク​
ユーザーの利用実績や行動に基づき、S〜Dのランクで評価。ランクに応じて報
酬率や上限、特典が変動し、健全な利用行動を促進。​
 

○​ ユニバーサルクレデンシャル（DID/SBT）​
BINDされた決済データは、単なるトークン報酬にとどまらず、国境を越えて利用
できる経済貢献証明 として進化。SBTとしてユーザーに帰属し、個人のデータ主
権を確保。​
 

○​ 企業向けSaaS／DePIN拡張​
匿名化された決済データやポジティブクレデンシャルは、企業にとって高精度な

マーケティング資源となる。​
ブランド企業はこの仕組みを活用してロイヤルティプログラムを刷新し、より正確

な顧客分析やターゲティングが可能になる。さらにDePINとの連携により、消費
データを基盤とした新しい経済圏を広げる。​
 

なお、BINDされなかった決済データも廃棄されるわけではなく、匿名化された形でDePINのネッ
トワークに蓄積されます。 

●​ ゲームレイヤー：BIND済みデータがNFTの成長やトークン報酬に反映 
●​ インフラレイヤー：BIND対象外も含む全決済データが、DePINや信用基盤の価値として
蓄積 

提供する価値 
●​ ユーザーにとって 

○​ 日常の決済データがNFTの成長や報酬獲得に直結​  
○​ 消費実績が「経済貢献証明」として利用可能になり、長期的に価値を持つ 

●​ 企業にとって 
○​ DID/SBTを活用した精緻なロイヤルティプログラムを実現 
○​ 匿名化された高品質の決済データを活用し、従来にないマーケティング・顧客獲
得施策が可能に 

●​ エコシステム全体にとって 



○​ 決済データを軸に、リアル経済とWeb3経済を接続 
○​ 長期的かつインフレ耐性のあるトークンエコノミーを確立 

 

第4章　SyFu Game概要 
4.1 ゲームの基本コンセプト 

SyFu Gameは、日常の決済データをゲーム的な体験に変換し、NFTの成長やトークン獲得を通
じて経済的な価値を生み出すGameFiシステムです。 

ユーザーは、現実世界で行った「チェックイン＋決済（BIND）」を通じて、MANEKINEKO NFTを
育成し、デジタル資産を獲得します。 

この仕組みにより、日常の支払いが「単なる消費」から「資産形成と育成体験」に変わります。 

 

4.2 ユーザー体験の流れ 

1.​ SyFuウォレット（MPC）作成​
秘密鍵を分散管理するMPC（Multi-Party Computation）方式ウォレットをベースに構築。
スマートアカウント（ERC-4337）と統合したハイブリッドモデル。これにより、NFTやトーク
ンの保有・BIND処理・決済データの反映を安全かつシームレスに実行可能です。 

2.​ NFT保有​
MANEKINEKO NFTを購入・入手してゲームを開始。 

3.​ チェックイン​
対象店舗でチェックインし、ゲーム内リソース「鞠」を獲得。 

4.​ 決済​
チェックイン後にカード決済を実行。 

5.​ BIND​
チェックインデータと決済データを紐付け（BIND）することで、NFTの成長ポイントやトーク
ン、アイテムが付与。 

6.​ NFT成長・報酬獲得​
NFTはPod → Mini → Primeへ進化。MiniからEconとEVTの獲得が可能となり、Primeで
Breedが解放される。 

SyFuウォレットは、UXと規制準拠を両立させる中核インフラとして設計されている。 

 

4.3 成長システム 

MANEKINEKO NFTは3つのステージを持ち、BINDによる経済貢献データの蓄積とゲーム内リ
ソースを条件に成長します。 



ステージ 特徴 主な獲得リソース 

Pod 初期段階。外見は未リビール。準備期間として

XPを蓄積。 
- 

Mini 孵化後の段階。Econの獲得に加え、EVT発掘
条件を満たせばEVTの獲得も可能。 

Econ、EVT 

Prime 最終段階。最大性能を発揮し、EVT・Econ・アイ
テムBOXを獲得可能。さらにBreedが解放さ
れ、新しいNFTを生み出せる。 

EVT、Econ、アイテムBOX 

●​ 成長条件：BINDによる経済貢献データの蓄積と、必要なゲーム内リソース（Econなど） 
●​ 寿命とメンテナンス：NFTにはHPや寿命があり、リペアや延命が必要（Econや特定NFT
を使用） 

 

4.4 EVT発掘メカニズム 

Mini以降のMANEKINEKOは対象店舗でEVT（Excavation Token）を発掘できます。 

●​ 店舗プール（20%）：発掘権NFTを使用してアンロックした店舗から獲得 
●​ 国プール（80%）：その国の全ユーザーに共有されるEVTプールから獲得 

発掘には、同一店舗での複数回決済や累積利用額などの条件達成が必要。​
これにより、実際の消費行動を促進しつつEVT供給を制御し、トークン価値の安定を維持しま
す。 

 

4.5 トラストランクとの連動 

ユーザーのBIND実績や行動履歴はトラストランク（S〜D）に反映されます。​
ランクが高いほど報酬率や獲得上限が上昇し、不正が検知されればランク低下や報酬制限が発

動。 

これにより、公正で健全なエコシステムを維持します。 

 

4.6 アイテムと経済循環 

●​ Econ：成長、リペア、Breed、福袋（アイテムBOX）開封などに使用するゲーム内通貨 
●​ 福袋（アイテムBOX）：ランダムでBreedアイテムや特別アイテムが入手可能。 
●​ フュージョン：NFTを統合し性能強化や寿命延長を行う 



これにより、NFT・トークン・アイテムの循環利用が成立し、長期的に持続可能な経済サイクルが
構築されます。​
 

 

第5章　MANEKINEKO NFTの特徴 
5.1 MANEKINEKOの役割 

MANEKINEKO NFTは、SyFuエコシステムにおいて日常の決済データをデジタル資産へ変換す
るゲートウェイです。​
ユーザーがBINDを行うことでNFTが成長し、EconやEVTなどのトークン、ゲーム内アイテムを獲
得できます。NFTごとの成長や行動履歴は外見やパラメータとして可視化され、「自分の消費実
績を投影するデジタルキャラクター」となります。 

 

5.2 NFTの種類と発行形態 

MANEKINEKOには複数の発行形態が存在し、それぞれ異なる役割と価値を持ちます。 

タイプ チェーン 主な特徴 

Genesis BNB Chain 発行上限3,120体。2025年1月にEthereumから
BNB Chainへマイグレーション。ゲーム内利用
不可で、エコシステム外部から支える“神的存
在”。希少性が高く、過去にはエアドロップや特
別特典の対象となった実績がある。 

MANEKINEKO BNB Chain ゲーム内で使用可能なメインタイプ。Breedや成
長を通じて新規発行が可能。 

┗ OGタイプ（Uncommon 
OG / Common OG） 

BNB Chain 限定発行の初期モデル。コラボNFT優先購入
権やCommon OGはスカラーシップやNFTス
テーキング対象。 

┗ Genesis血統
Uncommon（特別配布） 

BNB Chain Genesis NFT保有者のみに配布される特別な
Uncommon個体。血統要素を持ち、外見やパラ
メータに独自性が反映される。 

 

5.3 レアリティとティア構造 

MANEKINEKOは、以下のティアに分類されます。ティアによって初期パラメータや成長限界、外
見要素が異なります。 



●​ Common 
●​ Uncommon 
●​ Rare 
●​ Epic（初期段階ではEpicは未解放） 

レアリティが高いほど成長ポテンシャルや報酬効率が上昇。 

 

5.4 成長と外見変化 

MANEKINEKOは成長段階（Pod → Mini → Prime）に応じて外見が変化し、ティアや血統要素に
よってバリエーションが広がります。 

●​ Pod：外見はカプセル状でリビール前。 
●​ Mini：体色・模様・装飾が判別可能に。Econ・EVT獲得開始。 
●​ Prime：フルデザインが開放され、福袋やbreedによるMintが可能に。 

外見要素には体色・テクスチャ・額模様・持ち物・衣装などがあり、ティアや血統によって固定・変

動のパターンが設定されています。 

 

5.5 パラメータと性能 

MANEKINEKOには複数の主要パラメータが存在し、成長やゲーム内アクションによって強化で
きます。 

●​ Charm（EVT/Econ獲得効率）​
EVTやEconの獲得量に直接影響するパラメータ。成長や特定アイテムの使用により上
昇します。​
 

●​ Luck（福袋ドロップ率と中身の品質）​
福袋（アイテムBOX）の出現頻度と、中身の品質に影響します。​
 

●​ Durability（寿命とリペア間隔）​
NFTの寿命やメンテナンス頻度に関わる耐久度パラメータ。高いほど寿命消費やリペア
間隔が緩やかになります。​
 

●​ Bond（愛着パラメータ）​
ユーザーとNFTとのインタラクションや継続利用を反映する指標です。アプリへのログイ
ンや特定のアクションなど、愛着を高める行動によって上昇し、将来的にはゲーム内の特

定要素に影響を与える仕組みとして機能します。​
なお、初期リリース時点では未実装であり、今後のアップデートで段階的に追加される予

定です。​
また、マーケットプレイスでNFTが出品されると、この値は初期化されます。 

 



5.6 経済循環への関与 

MANEKINEKOは、単なるゲームアイテムではなく、エコシステム経済の中心的な役割を持ちま
す。 

1.​ Breed 
○​ Prime段階のMANEKINEKOを組み合わせ、新たなMANEKINEKOをMint 
○​ 必要リソース：EVT、Econ、Breedアイテム​

 
2.​ フュージョン 

○​ 寿命回復や性能強化に利用 
○​ Commonは高ティアNFTの素材として消費される​

 
3.​ マーケットプレイス取引 

○​ SyFu公式マーケットプレイスでの売買 
○​ Commonは価格固定（$50）、Common OGは最低取引価格固定（$50以上）他
ティアは市場価格変動制 

 

5.7 コラボレーションモデル 

SyFuでは、ブランド企業やIPとのコラボレーションにより、特別仕様のMANEKINEKO NFTを発
行します。 

これらは単なるデザイン変更に留まらず、現実のブランド価値や社会的認知をエコシステムに取

り込む仕組みとして設計されています。​
 

●​ ブランドコラボによる限定NFTは、外見の特別仕様だけでなく、イベント特典やユーティリ
ティが付与される場合もある。 

●​ ブランドが持つ「社会的評価」がNFTに結びつくことで、ユーザーの所有体験に付加価値
を与え、SyFu全体の持続的成長と世界観の拡張に寄与する 

 

5.8 特徴のまとめ 

●​ 日常消費データをNFT成長に直結 
●​ 多様な発行形態とレアリティ構造 
●​ 経済循環（Breed／フュージョン／マーケット）を通じたトークン需要創出 
●​ リアル企業やIPとのコラボによる外部価値の流入と世界観拡張 

 
 

5.9 Common NFTの価格設計（$50の意図） 



MANEKINEKO Commonは、常に50ドルで購入できる固定価格NFTとして設計されています。こ
れは単なる価格設定ではなく、SyFuエコシステムを持続的に成長させるための戦略的基盤で
す。 

●​ 参入ハードルの最適化​
　Uncommon以上のNFT価格が需要増加により上昇しても、Commonは常に50ドルで提
供されます。これにより、新規ユーザーはいつでも手軽に参加でき、参入機会の公平性

が確保されます。​
 

●​ 価格信頼性の担保​
　マーケットプレイスでは50ドル以下で販売されることはなく、在庫が枯渇した場合のみ
運営が補充する仕組みによって、安定的で透明性のある価格体験を保証します。新規参

加者にとって安心できるNFT入門モデルです。​
 

●​ 循環と需要の安定化​
　Commonは、Uncommon以上のNFTの寿命延長や強化において、フュージョンによる
バーン（消費）対象として設計されています。市場に継続的に供給されつつ適度に消費さ

れることで、健全な循環需要が維持され、この仕組みがNFT経済全体のバランスと持続
性を支えます。​
 

●​ Game × Financeをつなぐ役割​
　Commonは単なる低価格NFTではなく、Web2からWeb3への入口として、決済データを
用いた育成体験と資産化を結びつける最初のステップです。さらにCommon OGは、初
期コミュニティに向けた特別設計としてステーキングやスカラーシップでも利用可能とな

り、Gameとファイナンスの融合を象徴する存在となります。 

 

第6章　トークノミクス 
6.0 デュアルトークン設計の狙い 

SyFuのエコシステムは、日常の決済データをリアルアセットとして活用し、ゲーム体験と経済循
環を結びつける独自の仕組みを持っています。​
この仕組みを持続的に機能させるためには、長期的にプロジェクトを支えるエコシステム貢献者

と、日々の利用を通じて参加するユーザーの役割を切り分け、両者が循環的に支え合う設計が

不可欠です。 

その解決策が、エコシステムトークン（SFT） と ユーティリティトークン（EVT） によるデュアルトー
クン構造です。 

●​ SFT（SyFu Token）​
エコシステム全体の価値を安定的に支える中核トークン。​
長期的なエコシステム貢献者に対し、プロトコル利用やサービス拡大によって得られる価

値を還元する仕組みを担います。​
短期的なゲーム内変動に左右されにくく、持続的な成長を支える基盤となります。​
 



●​ EVT（Excavation Token）​
日常の決済データやユーザー行動に基づいて「発掘」されるユーティリティトークン。​
MANEKINEKO NFTの成長やBreed、アイテム利用に消費され、常に循環的に流通しま
す。​
利用が増えるほど発行と消費がバランスし、エコシステム全体の活性化を促します。 

この分離により： 

●​ SFT は長期的な価値の蓄積とエコシステム貢献者への報酬を担い、 
●​ EVT は日常的な利用や消費活動を原動力として循環を生み出し、 
●​ 双方のトークンが補完し合うことで、安定かつ持続可能な経済圏 が成立します。 

SyFuのデュアルトークン設計は、「長期的な価値の維持」と「日常的な利用の循環」 を同時に実
現し、他にはない強固なエコシステム基盤を築いています。 

 

 

6.1 エコシステムトークン（SFT：SyFu Token） 

●​ 用途 
○​ エコシステム全体の価値保有・流通 
○​ マーケットプレイスや特定サービス利用時の優遇 



○​ Game内通貨（Econ）を最も有利なレートで購入可能（通常より少ないコストで
Econ取得が可能） 

○​ B2B利用（データRead/Write・API利用・キャンペーン発火）時のプロトコル利用料
として機能 

○​ SFT決済時には料金割引や優遇措置を提供し、一部をバーン 
○​ ネットワーク利用増加に比例して実需が拡大する、長期保有インセンティブ設計​

 
●​ 配布方針​

​
SFTは「短期的な取引量」ではなく、長期的にSyFuエコシステムを支える参加を重視した
エコシステム貢献度を基準に配布します。​
​
以下のような複数の観点を総合的に評価する仕組みです：​
 

○​ NFT関連：NFTの種類や保有形態、ロックや消費による長期的な関与を重視 
○​ トークン行動：EVTやSFTの利用・ステーキング・流動性供給といった行動を評価 
○​ 決済データ連携：決済データの接続状況や利用の継続性を指標化 
○​ トラストランクとの連動：不正排除と健全利用を前提に、S〜Dランクを加味 

​
この仕組みにより、 

○​ SFTは「長期的価値とコミュニティ貢献」を体現するトークンとして機能。 
○​ EVTは「日常的利用と循環」を担うトークンとして活用され、両者が相互補完する
ことで堅牢で持続可能なデュアルトークン経済が成立します。​
 

●​ 価値設計 
○​ 発行上限を設定 
○​ 段階的な市場供給と一部バーン／ロックによる流通量の調整 

 

6.2 ユーティリティトークン（EVT：Excavation Token） 

●​ 用途 
1.​ MANEKINEKOのBreedに必要な主要リソース 
2.​ Commonの寿命延長（通常はCommonバーンによる回復だが、EVTによる延長
も可能） 

3.​ EVTを利用してEconを購入し、間接的にゲーム内アイテムや機能を利用​
 

●​ 獲得方法 
1.​ MANEKINEKOによるEVT発掘（店舗プール／国プール） 
2.​ マーケットプレイスで購入したMANEKINEKOの帰化による獲得 
3.​ 限定イベントや特別配布​

 
●​ インフレ抑制構造​

 
1.​ 物理的制限 



■​ 店舗プールには総EVT量の上限を設定 
■​ 国プールは、その国の事業者数×事業者あたりの埋蔵EVT量により事実
上の上限が決定​
 

2.​ 供給開放の段階制御 
■​ 店舗あたりに埋蔵されるEVT量は、発掘権NFTによってアンロックされ、
段階的に開放される仕組みを採用 

■​ 発掘権NFTが存在しなければ、その店舗に埋蔵されたEVTは発掘不可 
■​ この構造により、供給タイミングや総量を制御でき、過剰供給を防ぐこと
が可能​
 

3.​ リアル行動連動による制御 
■​ EVT発掘には、発掘権NFTの保有だけでなく、対象店舗での決済データ（

BIND）が必須 
■​ 実際の消費行動が伴わない限りEVTは発掘されないため、発行量が投
機的行動のみで急増することを防止 

■​ 消費データ連動の仕組みが、ゲーム性と実需を両立させつつインフレ抑
制に寄与​
 

4.​ 循環需要の確保 
■​ Breed需要、Common寿命延長需要、Econ購入需要を組み合わせ、

EVTの継続的消費を促進 

 

6.3 ゲーム内通貨（Econ） 

●​ 用途 
○​ MANEKINEKOの成長 
○​ リペア（修理） 
○​ Breed時の必要コスト 
○​ チェックイン回数の回復 
○​ 福袋（アイテムBOX）の開封​

 
●​ 獲得方法 

○​ BINDによる経済貢献データに基づいた付与（Charm値等を考慮した計算式） 
○​ EconはBINDによる獲得に加え、購入も可能です。購入分については有効期限を

6ヶ月とし、持続的な利用と循環を促進する設計を採用しています。​
 

●​ 関係性 
○​ EVTでEconを購入可能とし、EVT需要とゲーム内経済を接続 

 

6.4 トークン循環モデル 

1.​ 獲得 



○​ 日常消費 → BIND → Econ／EVT獲得​
 

2.​ 消費 
○​ Econ：成長・リペア・Breed・チェックイン回数回復・福袋（アイテムBOX）の開封 
○​ EVT：Breed、Common寿命延長、Econ購入​

 
3.​ 需要拡大 

○​ 高ティアNFTやコラボモデルの出現が追加需要を生み出す​
 

4.​ 循環調整 
○​ EVT発掘の制御やSFT還元メカニズムにより、インフレを抑制 

 

6.5 トークン配分 

※配分割合や詳細条件はTGE時に正式発表します。 

カテゴリ 主な用途 

エコシステム＆コミュ

ニティ 
ユーザーおよびネットワークの拡大・維持、コミュニティインセンティブ

施策 

戦略的パートナー プロジェクト成長支援、パートナーシップ構築、NFTステーキング報酬
の一部 

運営・開発チーム プロジェクト開発・運営体制の強化および継続的アップデート 

トレジャリー（準備金） 将来の事業機会や市場環境変化への対応 

流動性確保枠 市場流動性と価格安定性の確保 

​
 

第7章　トラストランク 
7.1 概要と目的 

トラストランクは、SyFuエコシステムにおけるユーザーの信用度を評価する指標です。​
目的は、不適切な行為や不正利用によるエコシステムへの悪影響を軽減し、公平で健全な報酬

分配を維持することにあります。 

本システムは、ユーザーを「信用できるかどうか」を判断するためのリスク評価指標であり、ランク

が低下すると、報酬獲得上限や出金条件が厳格化されます。 



 

7.2 ランク構造 

ランクは S / A / B / C / D の5段階構成です。​
上位ランクほど報酬獲得上限や出金条件が優遇され、下位ランクほど制限が強化されます。 

 

7.3 評価要素 

トラストランクは、以下の要素を総合的に評価して決定されます。 

●​ Game内NFTの保有状況​
GenesisやUncommonなど、一定以上のNFTをGame内で保有していることがランク条件
に含まれます。​
 

●​ BIND実績​
決済データを用いたチェックイン→決済の累積件数、およびEVT発掘条件を満たしたユ
ニーク店舗数。​
 

●​ 決済データの取込み方法​
ランクごとに自動取込み／手動取込みの利用条件が設定されています。​
 

●​ 利用履歴の健全性​
過去の不正疑い履歴や利用パターン。 

 

7.4 公平性を担保する取込み設計 

●​ 自動取込み（推奨）​
金融機関連携、SyFuカード利用、API連携等で取得する国際ブランド決済ネットワーク経
由のデータは改ざんリスクが低く、金額レンジや日次キャップの制限が緩やか。​
 

●​ 手動取込み​
ユーザー入力やレシート画像に依存し、改ざんリスクが一定あるため、金額レンジや日次

キャップが厳しく設定され、EVT報酬率も低下します。 

この差は、取込み方法の信頼性に応じて公平性を確保するための設計です。 

 

7.5 ランク別の主な制限内容 

各ランクは以下のような制限・条件を持ちます。 

●​ EVT/Econの1日あたり獲得対象金額上限 
●​ 報酬率（下位ランクでは減少） 



●​ XP（経験値）獲得上限 
●​ 出金申請後の待機時間 
●​ BIND方法やNFT保有条件（自動取込み必須、特定NFTの保有など） 

 

7.6 出金制御と不正時の対応 

●​ Game内に保有されているNFTやトークン（EVT・Econ・SFT・BNB等）は、不正行為が検
知された場合に一時凍結または没収されることがあります。 

●​ 出口行為（NFT売却、帰化によるEVT化、BNB送金など）にはランク別の出金待機時間
が適用され、調査期間として機能します。 

●​ 調査の結果に応じて、制限解除、継続、もしくは資産の没収等の対応が行われます。 

 

7.7 ランク変動 

●​ 昇格：条件を満たした時点で反映 
●​ 降格：条件未達または不正の疑いが発生した場合に即時反映 
●​ 降格により報酬や出金条件が即時変更されます。 

 

7.8 不正利用時の段階的対応 

●​ 軽度の疑い：報酬率や獲得上限の一時減衰、出金待機時間延長など 
●​ 重大な疑い：資産の出金保留、追加情報や証跡の提出依頼 
●​ 調査結果に基づく対応：制限解除、制限延長、利用制限や資産没収等 

 

7.9 設計上の特徴 

1.​ リスク評価としての位置付け：ポジティブ指標ではなく信用リスク低減を目的とする 
2.​ NFT保有条件：Game内資産の保有状況がランク条件に組み込まれている 
3.​ 取込み手法の条件化：自動/手動取込みの信頼性に応じた条件設定 
4.​ 段階的対応：不正の疑いに応じて段階的に制限を適用し、過剰制裁を回避 

 

第8章　ビジネスモデル 

8.1 事業全体像 



SyFuのビジネスは、B2C（ユーザー向けサービス）とB2B（企業向けサービス）という二面市場
を、ユーザーの決済データとチェックインによる事業者情報を活用した分散型物理インフラネット

ワーク（DePIN）の上に構築しています。 

この三層構造により、日常消費を起点とした持続的な価値循環を実現します。 

1.​ 収益レイヤー 
○​ B2C：ゲーム内課金、NFT発行・流通手数料、カード利用による提携収益 
○​ B2B：企業向けSaaS、キャンペーン運用、データ提供​

 
2.​ 基盤レイヤー（DePIN） 

○​ ユーザーが日常の消費をBIND（チェックイン＋決済紐付け）することで、店舗や
ブランドに紐づくリアルタイム経済データを収集・検証 

○​ これらのデータはDID/SBT形式のユニバーサルクレデンシャルとして管理され、
B2BやB2Gの活用に供されます​
 

3.​ 価値還元レイヤー 
○​ ユーザー：NFT成長やトークン獲得を通じて日常消費を資産化 
○​ 企業：高精度な来店・購買データを活用したマーケティングや顧客管理施策を展
開 

 

8.2 B2Cモデル（ユーザー向け） 

主な収益例 

●​ ゲーム内課金（Econ販売）​
ゲーム内通貨を販売。NFTリペア、成長促進、チェックイン回数回復などで継続的に需要
を発生させます。​
 

●​ NFT販売​
初期発行、コラボレーションモデル、Breedによる新規発行時の手数料。​
 

●​ マーケットプレイス手数料​
NFT二次流通における手数料（例：8％）の一部を運営収益に、一部をSFTバーンに活
用。​
 

●​ カード利用収益​
SyFuカード利用に伴う年会費やリベート 

体験価値 

●​ ユーザーはBINDを通じてNFTを成長させ、EconやEVTを獲得。 
●​ 耐久度消耗や寿命システムによりEcon消費やCommon販売収益が継続的に発生し、
ゲームバランスとトークン循環を維持します。 

 



8.3 B2Bモデル（企業向け） 

主な収益例 

●​ ロイヤルティ／SaaS​
DID/SBTを活用した会員管理、クーポン配信、来店・購買計測、効果分析。​
 

●​ キャンペーン運用​
来店促進や休眠復活などの成果報酬型。到店・決済・継続率などをKPIに設定可能。​
 

●​ データ提供／API​
消費傾向や来店実績を匿名化・集約した形で提供、信用補完やターゲティングに活用可

能。​
API利用はSFT決済に対応し、支払方法によって割引やバーンが適用されます。​
 

●​ ホワイトラベル／共同企画​
ブランド独自のNFTやキャンペーンを共同展開​
 

●​ ウォレット・アズ・ア・サービス（WaaS / MPC＋スマートアカウント）​
SyFuはMPC方式とERC-4337準拠のスマートアカウントを組み合わせたウォレット基盤
を、企業向けに提供します。​
これにより、NFTやトークンの発行・配布・回収・分析を安全に一貫運用でき、従来の
Web3導入障壁（鍵管理、UX、セキュリティ課題）を解消。​
金融事業者やブランドはこの基盤を利用することで、決済データ×NFTの仕組みを自社
サービスに迅速に組み込み、施策を効率的に展開可能になります。​
利用料はSFTで決済され、一部はバーンされる仕組みとなり、エコシステム全体の価値
循環を強化します。 

 

8.4 DePIN×AIの意義と構成 

SyFuの基盤は、ユーザーの日常行動に支えられた 分散型物理インフラ（DePIN） です。​
このDePINは、ユーザー・企業・接続インフラが相互に支え合うネットワークとして構築されてお
り、以下の主要コンポーネントで構成されています。 

●​ データゲートウェイ​
カード会社や銀行APIプラットフォーマーとの接続を担当。ユーザーの決済データを安全
かつ改ざん困難な形で取得します。​
 

●​ バリデータ​
BINDの整合性を確認し、不正や位置情報の偽装などを検知。ネットワーク全体の信頼
性を担保します。​
 

●​ キャンペーン・エミッタ​
来店や購買のインセンティブを発火するエンドポイント。企業はここからキャンペーン条件

を設定し、達成状況に応じて報酬を配布できます。​
 



●​ ウォレット／決済データインフラ​
ユーザーがNFTやトークンを安全に保有・利用できる環境を提供し、BINDやキャンペー
ン参加時の取引を管理します。 

このDePIN基盤に AI を掛け合わせることで、データから新しい付加価値が生まれ、さらに 企業
向けのAIエージェント として機能を拡張します。 

●​ ユーザー：自身の経済貢献が可視化され、嗜好や行動に応じたより適切な体験やサービ
スを受けられる​
 

●​ 店舗・ブランド：AIエージェントが購買データや来店履歴を解析し、ターゲティングや顧客
関係構築を自動化。広告やキャンペーン運用の効率が大幅に改善される​
 

●​ SyFuエコシステム：データ需要が拡大し、AIによる最適化が進むことで、SFTの価値基盤
が強化され、長期的な持続性が高まる 

AIは単なる追加機能ではなく、「データを有効に活用する強化レイヤー」かつ「企業のマーケティ
ングやCRMを代替・補完するAIエージェント」として位置づけられ、DePIN基盤と一体となってエ
コシステム全体の拡張を後押しします。 

 

8.5 SFT価値捕捉の仕組み 

●​ データ利用（Read/Write）時の課金 
○​ Read：企業が購買データやクレデンシャル属性を参照 
○​ Write：キャンペーン設定や報酬配布の実行​
いずれもSFTでの決済に対応し、その一部はバーンされ、残りは運営およびデー
タ提供に関わるコミュニティ参加者に分配されます。​
 

●​ 供給抑制​
SFT決済やマーケット手数料の一部をバーンし、流通量をコントロール。 



 

 

第9章　運営ポリシー概要 
SyFuは、エコシステムの安全性と持続的な成長を確保するため、GameFiを中心としたアプリ運
営や報酬設計に関しては中央集権型の管理体制を採用しています。​
日々の運営や開発は、セキュリティ、ユーザー体験、コンプライアンスを最優先とし、外部パート

ナーやコミュニティからのフィードバックを参考に継続的な改善を行っています。 

一方、DePIN基盤に関しては、将来的な分散化の方向性を視野に入れて設計しています。ガバ
ナンス形態や運営スキームは、市場環境やエコシステムの成長段階に応じて柔軟に見直す可能

性があります。 

この方針により、ユーザー・パートナー双方が安心して利用できる持続的なエコシステムの運営

を目指します。 



 

第10章　将来計画（ロードマップと成長指標） 
10.1 ロードマップ概要 

SyFuは、B2C（ユーザー向けサービス）、B2B（企業向けサービス）、DePIN基盤の三層構造を順
次拡大させ、エコシステム全体の利用価値とネットワーク規模を高めていきます。​
今後の展開は、以下のフェーズに沿って進めます。 

フェーズ1：基盤構築期 

●​ MANEKINEKO NFTの本格運用と成長サイクルの確立 
●​ EVT/Econの経済循環の安定化 
●​ DePIN初期モジュール（データゲートウェイ、バリデータなど）の稼働開始 
●​ 初期のB2Bパートナー企業とのPoC（概念実証）実施 

フェーズ2：拡張期 

●​ B2B SaaS機能（ロイヤルティ、クーポン配信、効果測定）の拡張 
●​ DePIN基盤の対応地域やシステムモジュールの拡大 
●​ API連携の拡充による外部サービスとの統合 
●​ 国際市場でのユーザー獲得施策拡大 

フェーズ3：成熟期 

●​ DePIN基盤のさらなる分散化と、自律的に運営されるエコシステムへの移行 
●​ 企業による大規模なデータ活用・キャンペーン実施の常態化 
●​ SFT需要の持続的拡大と安定したトークン循環の確立 
●​ DID/SBTの社会的ユースケースの拡大（金融包摂・信用補完など） 
●​ DePINとAIを統合した「自律的に最適化される経済インフラ」としての確立 

 

10.2 成長段階指標 

数値ではなく、成長の段階を示す指標を設定し、進捗評価に活用します。 

●​ ユーザー基盤の広がり 
○​ NFT保有者数の増加傾向 
○​ BINDの累計件数とアクティブユーザー比率​

 
●​ 経済循環の安定性 

○​ EVTとEconの供給・消費バランス 
○​ トークン需要の持続性​

 
●​ B2B活用度 

○​ 導入企業数（ブランド、金融事業者、フィンテック事業者） 



○​ 提供データの利用件数（Read/Write APIコール） 
○​ キャンペーン発火数と到達ユーザー数​

 
●​ DePIN×AI関連 

○​ 対応地域数の拡大 
○​ 稼働システムモジュール数（ゲートウェイ、バリデータ、キャンペーン管理基盤な
ど 

○​ AI解析機能の適用領域数（推奨、信用補完、マーケティング最適化など）​
 

●​ エコシステムの持続性 
○​ SFT需要の成長傾向 
○​ 新規ユースケース創出と外部統合事例 

 

10.3 長期的展望 

SyFuは、日常消費を経済貢献として証明可能にし、国境を越えた分散型信用インフラの構築を
目指します。​
DePINに支えられた消費データ基盤にAIを組み合わせることで、社会全体にとっての「自律的に
最適化される経済システム」を提供し、持続可能な成長を実現します。 

 

第11章　リスクと対応方針 
SyFuは、長期的なエコシステム運営を前提に、潜在的なリスクを早期に把握し、予防・緩和策を
計画的に講じています。本章では主要なリスク領域と、その対応方針を示します。 

11.1 市場・経済リスク 

インフレ 

●​ リスク：ユーティリティトークン（EVT）の過剰供給による価値下落​
 

●​ 対応策： 
○​ EVT供給源の物理的上限（店舗プール上限、国プールの事業者数比例上限） 
○​ 段階的開放と発掘条件による需給バランス制御 
○​ Breedや寿命延長など長期的なロック需要の創出 

競合環境 

●​ リスク：類似のGameFi・DePINプロジェクトやNFTサービスによる市場シェア争い​
 

●​ 対応策： 
○​ NFTを目的ではなく手段として位置づけ、消費データ活用とDePIN基盤の独自性
を強調 

○​ 現実世界の経済データに基づく高精度マーケティングとB2Bモデルで差別化 



 

11.2 規制・法的リスク 

金融規制対応 

●​ リスク：各国の決済・トークン関連規制の適用による事業制限 
●​ 対応策： 

○​ 欧州PSD2をはじめとする各地域のオープンバンキング規制準拠 
○​ 金融ライセンスを必要としない設計 
○​ ユーザーデータの匿名化・統計化によるプライバシー保護 

データ保護 

●​ リスク：個人情報保護法やGDPRなど、各国のプライバシー規制に抵触する可能性。決
済データや来店履歴といった高精度データを扱う以上、適切な保護措置が不可欠です。​
 

●​ 対応策： 
○​ ユーザー主導のデータ管理​

DID（分散型ID）やSBT（Soulbound Token）を活用し、ユーザー自身がデータの
所有権と利用許可をコントロール可能にします。​
 

○​ 同意ベースの利用​
データ取得時には明確な同意を得て、その範囲内でのみ利用。必要に応じて利

用を停止できる仕組みを整備します。​
 

○​ セキュリティと暗号化処理​
すべてのデータは暗号化・匿名化して扱い、個人を直接特定できない形で保存・

活用。これにより規制対応とユーザーの安心を両立します。 

 

11.3 運営・技術リスク 

不正利用・セキュリティ侵害 

●​ リスク：位置偽装、決済データ改ざん、不正アクセス 
●​ 対応策： 

○​ バリデータによるBINDデータの多層検証（位置、金額、時間） 
○​ 異常検知と即時制限機能 
○​ 定期的な外部セキュリティ監査 

技術依存 

●​ リスク：外部API（カード会社、銀行、ロケーションサービス）の仕様変更や障害 
●​ 対応策： 

○​ 複数事業者との接続による冗長化 
○​ データ取得経路の多様化（SyFuカード、自社ノード等） 



 

第12章　法令遵守とコンプライアンス 
SyFuは、エコシステムの安全性と信頼性を確保するため、事業展開地域における関連法規や規
制に準拠し、ユーザーおよびパートナー企業の信頼を維持します。本章では、現行方針と今後の

対応可能性を示します。 

12.1 金融・決済関連規制への対応 

●​ オープンバンキング規制準拠​
欧州PSD2をはじめとする各地域のオープンバンキング関連法令に対応。認可を受けた
外部事業者を経由して決済データを取得します。​
 

●​ 金融ライセンス回避設計​
SyFuは資金の直接送金や保管を行わず、法的にライセンスを必要としない設計を採用し
ています。​
 

●​ 暗号資産関連法令の順守​
各国の暗号資産取引・発行に関する規制を確認し、必要に応じてトークンの設計・配布

方法を調整します。 

 

12.2 データ保護とプライバシー 

●​ DID/SBTによるユーザー主導型データ管理​
個人の購買・来店データは分散型ID（DID）およびソウルバウンドトークン（SBT）を通じて
ユーザー自身が保有・管理。​
 

●​ 匿名化・統計化処理​
企業や外部機関に提供されるデータは、必ず匿名化・統計化を実施し、個人が特定され

ない形に変換して利用されます。​
 

●​ 国際的な規制準拠​
GDPRや各国の個人情報保護法に準拠し、必要なプライバシーポリシーを公開。 

 

12.3 AML（マネーロンダリング防止）・KYC（本人確認） 

●​ KYC導入ポリシー​
金融関連サービスや規制に準拠するため、必要な場合には本人確認（KYC）が適用され
ます。​
適用範囲や手続きは、提供サービスの性質や地域規制に応じて決定されます。​
 



●​ AML対策​
資金移動を伴うサービスにおいては、マネーロンダリング防止のための審査やモニタリン

グが行われます。これらの対応は、関連するパートナーやプラットフォームと連携して実

施されます。 

 

12.4 継続的なコンプライアンス体制 

●​ 規制環境のモニタリング​
主要事業地域の法令・規制の変化を継続的に監視し、必要に応じて仕様や運営ポリシー

を更新。​
 

●​ 外部専門家との連携​
法務・規制対応に関しては、各地域の法律事務所やコンサルタントと連携して対応。 

 

第13章　用語集 
BIND（バインド）​
チェックイン（位置情報）と決済データを紐付ける行為。NFTの成長やトークン獲得の基盤となる。 

DePIN（Decentralized Physical Infrastructure Network）​
分散型物理インフラネットワーク。SyFuではユーザーの消費データやチェックイン情報を集約し、
リアル経済とWeb3を接続する基盤として活用。 

DID（Decentralized Identifier）​
分散型ID。ユーザーが自身の識別情報を所有・管理できる仕組み。 

SBT（Soulbound Token）​
譲渡不可能なNFT。DIDと組み合わせてユニバーサルクレデンシャルを構成し、消費実績や経
済貢献を証明。 

ユニバーサルクレデンシャル​
世界共通で通用する、ポジティブな消費実績や貢献度を示す証明情報。 

SFT（エコシステムトークン）​
SyFuの長期価値保有・プロトコル利用料支払い・Econ購入時の優遇等に用いる基軸トークン。 

EVT（ユーティリティトークン／Excavation Token）​
NFTのBreedや寿命延長、Econ購入に利用される。BINDや発掘権NFTを通じて獲得可能。 

Econ（ゲーム内通貨）​
NFTの成長、リペア、チェックイン回数回復、福袋開封、Breed等に使用されるゲーム内専用通
貨。 



MANEKINEKO NFT​
SyFuのGameFiで成長する主要NFT。Pod→Mini→Primeの3段階成長とティア／血統システム
を持つ。 

Pod / Mini / Prime​
MANEKINEKO NFTの成長段階。Podは初期状態、MiniでEcon獲得開始、PrimeでEVT発掘等
が可能に。 

ティア（Common / Uncommon / Rare / Epic）​
NFTの希少度分類。ティアが高いほど性能や獲得効率が高まる。 

血統（Genesis血統等）​
Breedにより受け継がれる特性。Genesis血統は希少で、高ティア発生確率を高める。 

Breed​
2体のPrime MANEKINEKOを組み合わせ、新たなNFTを生成する行為。 

フュージョン​
NFT同士を統合し、性能向上や寿命回復を行う仕組み。 

トラストランク（S〜D）​
ユーザーの信用度評価。BIND実績、NFT保有状況、取込み方法などで決定され、報酬上限や
出金条件に影響。 

発掘権NFT​
特定店舗に埋蔵されたEVTを発掘可能にする権利NFT。 

キャンペーン・エミッタ​
企業が来店・購買インセンティブを設定・発火させるシステム。 

データゲートウェイ​
カード会社や銀行APIと接続し、決済データを安全かつ改ざん困難な形で取得するインフラ。 

バリデータ​
BINDデータの整合性確認や不正検知を行うコンポーネント。 

 

第14章　免責事項（Disclaimer） 
本ホワイトペーパー（以下「本書」）は、SyFuプロジェクトの概要、技術構造、トークン設計、および
将来計画を説明することを目的とした情報提供資料です。​
本書は、いかなる法域においても証券の販売、勧誘、投資助言、または法的拘束力のある提案

を目的とするものではありません。 

1.​ 非投資勧誘​
本書はいかなる種類の証券募集や投資勧誘を構成するものではなく、また投資判断の

根拠とすべきものではありません。​
SyFuおよび関連する暗号資産への投資は高リスクを伴い、元本の一部または全部を失



う可能性があります。​
 

2.​ 将来予測に関する記述​
本書には将来計画や見通しに関する記述が含まれますが、これらは市場環境、規制、技

術的課題等により変更または中止される可能性があります。​
過去の実績は将来の結果を保証するものではありません。​
 

3.​ 規制遵守と責任の限定​
本書の情報は特定法域の法的要件に合わせて作成されたものではなく、規制当局によ

る審査を受けていません。​
本書の内容に基づく行動または決定により発生した損害について、SyFu運営チームは
一切責任を負いません。​
 

4.​ 知的財産権​
本書に含まれる技術、概念、データ等に関する知的財産権は、特段の明示がない限り

SyFuプロジェクトチームに帰属します。​
​
無断での使用、複製、配布を禁じます。​
 

5.​ 言語優先​
本書は英語版と日本語版で提供されますが、法的解釈や内容の相違が生じた場合は英

語版を優先とします。​
日本語版は情報提供目的であり、相違がある場合は英語版を優先します。 
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